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令和 2 年第 2 回定例会 行政報告（令和 2年第 1回定例会以降分） 

令和 2年 6月 4日提出 

 

 新型コロナウイルス感染症対策室  

 

【感染症予防対応グループ】 

(1) マスク配布状況について 

・目 的：感染拡大防止および重症化リスクの高い方に対する感染予防対策 

・配布数：合計 114,775 枚 

  ＜内訳＞ 高リスク者（妊産婦、身体障がい者手帳保持者、高齢者）計 42,475 枚 

園児小中学生 36 か所    計 45,000 枚 

医療機関   31 か所    計 10,000 枚 

       福祉施設   81 か所    計 16,900 枚 

       ゴミ収集委託事業者 4 か所 計    400 枚（N95 マスク） 

(2) 次亜塩素酸水配布状況について 

・目 的：無料配布し消毒液の不足を補うことによる感染予防対策 

・開始日：4 月 23 日～（5 月 1 日から 3か所配布場所を追加） 

・対象者：一般市民、医療機関、事業所、学校等 

・会 場：市内 6 か所 4 月 23 日～ そ・ら・ら、希望ヶ丘、コスモス 

            5 月 1 日～ みの～れ、アピオス、玉里 B&G 内直売所 

・来場者数：延 10,334 人（5/25 現在） 

(3) アクリル板設置状況について 

・目 的：公共施設窓口での市民と職員の飛沫感染を防止する感染予防対策 

・設置数：大小 137 枚 

 

【経済対策対応グループ】 

(1) 特別定額給付金について 

・内 容：国が行う家計の支援のため国民一人当たり 10 万円の給付 

・開 始 日：オンライン申請 5 月 1 日から 

郵送による申請 5 月 12 日から（郵送日は 5月 11 日） 

・申請状況：19,905 世帯／21,247 世帯（93.7%）※6/3 現在 

(2) 児童扶養手当支給世帯応援給付金について 

・内 容：新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、長引く学校休業などひとり親家庭へ

の影響を少しでも緩和するため、児童扶養手当支給世帯に1万円の「応援給付

金」を特例的に上乗せして支給する。 

・該当世帯：児童扶養手当受給者（1万円/1世帯） 

 ・世 帯 数：355件  

 ・支 給 日：令和2年5月11日  

・給 付 額：3,550,000円 
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(3) 税・料・公共料金の相談窓口について 

 ・内 容：新型コロナの影響により納税が困難な方のワンストップ相談窓口の設置 

 ・相談件数：市税 31 件、水道料金 8件 

(4) 緊急雇用対策について 

 ・内 容：新型コロナウイルス感染拡大への対応業務、雇用や内定を取り消された方へ

の支援のため 

 ・募集人数：一般職任期付職員 4名、市費負担教員 5 名、会計年度任用職員 20 名 

 ・採用人数：会計年度任用職員 6名 

(5) その他の経済対策について 

 ・休業要請協力金：県の休業要請に協力した事業者に対する給付金 

 ・ふるさと納税による事業者支援：新型コロナウイルス感染拡大に伴い、影響を受けてい

る事業者を応援するため、ふるさとチョイス「新型コロナウイルス被害事業者向け支援

プロジェクト」への参加 

(6) 市民への周知について 

 ・市の新型コロナウイルス感染症対策として、令和 2年 5月 7日「広報おみたま」号外

を発行した。 

 

 市 長 公 室  

 

【市民協働課】 

(1) おみたまふるさと塾閉校式及びまちづくり組織連絡会の団体の活動内容発表 

（ふるさと塾 4 回開講） 

・実 施 日：令和 2 年 3月 22 日（日） 

・会  場：小美玉市役所本庁第 2・3会議室  

・参 加 者：おみたまふるさと塾生（8名）、まちづくり組織役員（9名） 

      まちづくり認定組織団体（2団体/住みよい堅倉地区をつくる会、脇山区） 

・内  容：おみたまふるさと塾生による発表後、まちづくり認定組織団体による活動  

内容報告会を行った。また、「まちづくりと住民のつながり」についての基調

講演を常磐大学准教授・ふるさと塾コーディネーター砂金祐年（いさごさち

とし）氏を交えながら意見交換会を行った。 

(2) 第 2 次小美玉市男女共同参画推進計画（いろとりどりパレットプラン） 

・趣 旨：平成 22 年 3 月に「まずは一歩踏み出そう。男女共同のまちを目指して」を基

本理念に「小美玉市男女共同参画推進計画（いろとりどりパレットプラン）」

を策定。計画策定から 10 年が経過し、人口減少や高齢化、グローバル化、災

害の激甚化など本市を取り巻く社会情勢が大きく変化している。このような

状況を踏まえ、社会情勢の変化や本市が抱える課題に的確に対応し、男女共

同参画社会の実現に向けた施策・事業を示すために策定した。 

・実施期間：令和 2年度から令和 6年度（5年間）※当初策定計画は計画期間を 10 年間と

していたが、国、県の計画期間との整合を図り、5年間とした。 
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 企 画 財 政 部  

 

【企画調整課】 

(1) 全国シティセールスデザインコンテスト 2019 大賞受賞 

・概  要：洋服の裏地のネームタグ国内生産シェア 1 位の福井県坂井市が、「地域の魅

力発信ネームストラップのデザイン」を競うコンテストを開催。5回目。 

・選考対象：全国 95 自治体 236 点の中から 7点が大賞を受賞 

・副  賞：越前織オリジナルデザイン名札ストラップ 100 本 

・主 催 等：主催 福井県坂井市 後援 内閣府地方創生推進事務局ほか 

・主催講評：「小美玉」という市の名前と、歩んでいきたい未来を「ダイヤモンド」に    

託し、その中に筑波山や霞ケ浦を巧みに表現。「ダイヤモンドシティ」という

キャッチフレーズとデザイン、そして全体の統一感が抜群。誰もがきらめく

ようにという願いが表現されており、市民の将来を明るくしたいという気持

ちが一目で伝わってくる作品。 

・応募期間：令和元年 10 月 8 日（火）～12 月 13 日（金） 

・受賞発表：令和 2 年 4月 24 日（金） 

・そ の 他：大賞受賞作品と同じデザインのネームストラップを、茨城空港スカイアリー

ナ、空のえき「そ･ら･ら」にて販売中（１本400円。越前織ではない）。 

 

 福 祉 部  

 

【社会福祉課】 

(1) 障害福祉サービス等事業所に対する新型コロナウイルス感染症対策 

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、市内の障害福祉サービス等事業  

（29 事業所）に対して、感染防止対策について通知を行った。 

・国及び県が発出する「障害福祉サービス等事業所における新型コロナウイルス感染症へ

の対応等について」の通知等を市ホームページに掲載して情報提供を行っている。 

 

【介護福祉課】 

(1) 介護保険サービス事業所等に対する新型コロナウイルス感染症対策 

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、市内の介護保険サービス事業所   

（65事業所）に対して、感染防止対策や事業運営について通知を行った。 

・居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）からの問い合わせが多い内容について、市で対

応策をまとめ通知した。 

・国及び県が発出する「介護保険最新情報」等、新型コロナウイルス感染症に係る対応に

ついての通知等を随時市ホームページに掲載して情報提供を行っている。 
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 産 業 経 済 部  

【商工観光課】 

(1) 茨城空港の現状 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、各路線の運休が相次いだものの、国際・国内

線を合わせた令和元年度の総利用者数は過去最高の 77 万人であった。 

 ①国際線の状況 

 ・中国便は一部を除き 2 月 2 日から 6 月 30 日まで全ての便が運休（上海便 1 便のみ 2 月

10 日から運休）。台湾便は 3月 19 日から 6月 30 日までの運休が決定している。 

 ②国内便の状況 

 ・3 月 13 日より順次運休する便が発生し、4月 11 日からは全便が運休となり、6月 11 日

までの運休が決定している。 

 ③国内・国際チャーター便の運航 

 ・国内便は、3月に 5 便のチャーター便の運航が予定されていたが、全てのチャーター便

が運航を取り止めた。 

 ・国際便は、開港 10 周年を記念した日本航空によるハワイへのチャーター便 1 便が計画

され、予定通り 3 月 6日に運航された。 

 ④茨城空港ビル来場者の状況 

 ・開港からの来場者数累計は、3 月末日で 1,290 万 6 千人となった。前年度比は、8 万       

9 千 1 百人の減、率にして 5.7％の減であった。 

(2) 茨城空港地域活性化事業（小美玉市茨城空港利用促進協議会の活動） 

 ①茨城空港 10 周年記念イベントの延期 

 ・3 月 14 日,15 日に茨城県と合同で実施予定だった茨城空港 10 周年記念イベントは、    

延期となった。 

 ②茨城空港応援大使による利用促進活動 

 ・3 月 4 日に運航された日本航空によるハワイチャーター便のお見送りを実施した。 

 

 都 市 建 設 部  

【建設課】 

(1) 防衛省補助を活用した道路事業 

①特定防衛施設周辺整備調整交付金事業(特防交付金) 

・野田地内「市道小 204 号線外 1」は、本線流末道路の路線測量(伏沼区)を実施している。 

・中延地内「市道小 10742 号線外 2」は、道路改良工事(立延区)の交付申請を進めている。 

②再編関連訓練移転等交付金事業(再編交付金) 

・山野地内「市道小 20667 号線外 3」は、用地測量(羽木上区)の交付申請を進めている。 

・山野地内「市道小 20224 号線外 1」は、用地測量(清水頭区、山野区)の交付申請を進め

ている。 

・外之内地内「市道小 20284 号線」は、道路改良工事の交付申請を進めている。 

・与沢地内「市道小 30125 号線」は、用地買収が全線完了し、道路改良工事の交付申請を

進めている。 
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・川戸地内「市道小 110 号線」は、補償調査業務(山川区)を発注した。 

③防衛施設周辺民生安定施設整備事業(民生安定補助金) 

・中央線「市道小 10911 号線」は、未整備区間(佐才、上吉影)の事業採択に向けて準備を

進めている。 

(2) その他の道路事業等 

①農道・かんがい排水整備事業 

・羽鳥地内「金谷久保地区農道整備」は、要望区間の道路改良工事の一部が完成した。 

・部室地内「部室地区農道整備」は、事業認可計画書を作成し、用地買収の準備を進めて

いる。 

・中延地内「灌漑排水整備」は、測量設計(立延区)を実施するための準備をしている。 

②社会資本整備総合交付金事業 

・高崎、上玉里地内「市道玉 767 号線」は、令和元年度繰越事業の石岡台地送水管の       

防護設計業務(松山区、下高崎区)を実施している。 

・竹原小学校外周道路「市道 1648 号線外 1」は、令和元年度繰越事業の道路改良工事を実

施している。 

③防災安全交付金事業 

・羽鳥地内「市道美 2-9 号線」は、常磐線石岡・羽鳥間高場踏切歩道設置工事に伴い、JR

東日本と協定を締結する準備を進めている。 

・小川地内「市道小 107 号線」は、令和元年度繰越事業の道路改良工事(坂上区)を実施し

ている。 

・竹原中郷地内「市道美 1-11 号線」は、令和元年度繰越事業の道路改良工事が完成した。 

・西郷地地内「市道美 1-8 号線」は、土地評価業務を発注し、令和元年度繰越事業の道路

改良工事が完成した。 

・中野谷地内「市道美 936 号線」は、道路詳細設計業務の発注準備を進めている。 

・江戸地内「市道美 502 号線」は、道路詳細設計業務を発注した。 

・羽鳥地内「市道美 2-11 号線」は、路線測量(旭区)を実施するための準備をしている。 

・上玉里、田木谷地内「市道玉 4 号線」は、用地測量を実施するための準備をしている。 

④市単独事業 

・羽鳥地内「市道美 591 号線」は、令和元年度繰越事業の道路改良工事(高場区)を実施し

ている。 

・羽刈地内「市道美 422 号線」は、用地測量業務の発注準備を進めている。 

・中延地内「市道小 10457 号線」は、道路改良工事(下田一区)の発注準備を進めている。 

・中台地内「市道美 904 号線」は、道路改良工事を発注した。 

 

【特定プロジェクト整備課】 

(1) 広域幹線道路整備事業 

①茨城空港アクセス道路 

・茨城空港から石岡小美玉スマートIC間の全線早期供用開始を目指し、道路工事を実施し

ている。 
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②羽鳥宿張星線 

・西ルートは、本線部と国道355号交差点改良舗装工事及び道路標識工事が完成し、4月 

7日に全線供用開始した。 

③栗又四ケ線 

・1工区は、栗又四ケ地内から石岡市小井戸地内までの延長約1kmが完成し、3月26日に供用

開始した。 

・2工区は、軟弱地盤解析と用地買収を行っている。 

・3工区は、用地買収を行っている。 

④市道美1627号線 

・けやき通りと県道羽鳥停車場江戸線間の延長約1.2kmが完成し、3月16日に供用開始した。

併せて、江戸地内の用地買収が完了したことにより、今年度内の全線完成を目指し、道

路改良舗装工事を発注した。 

(2) 羽鳥駅周辺整備事業 

・東口及び西口の駅前広場整備工事とシェルター工事を発注し、今年度内の完成を目指し

ている。 

(3) 防衛補助道路整備事業 

・市道小108号線川戸地内については、用地買収が完了したことにより、今年度内完成を目

指し、工事発注の準備を進めている。 

 

 文 化 ス ポ ー ツ 振 興 部  

 

【生涯学習課】 

(1) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う臨時休館 

・4/7 政府の緊急事態宣言発出に伴い、市内の生涯学習関係施設を 4 月 11 日～5 月 10 日

まで臨時休館とした。また、5/4 政府の緊急事態宣言延長に伴い、引続き 5 月 11 日～ 

5 月 31 日までの期間、臨時休館を延長した。 

・対象施設：生涯学習センターコスモス（公民館・図書館・史料館・文化ホール）、小川公

民館、小川図書館・小川資料館、やすらぎの里小川、美野里公民館、     

羽鳥公民館、羽鳥ふれあいセンター、農村女性の家、小美玉市学習等供用施

設、農村環境改善センター、しみじみの家、民家園 

(2) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う事業の延期 

・令和 2 年度「市民講座」の 5月開講予定を延期した。開講時期は未定。 

 

【スポーツ推進課】 

(1) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う臨時休館 

・4/7 政府の緊急事態宣言発出に伴い、市内の全スポーツ施設を 4 月 11 日～5 月 10 日  

まで臨時休館とした。また、5/4 政府の緊急事態宣言延長に伴い、引続き 5 月 11 日～ 

5 月 31 日までの期間、臨時休館を延長した。 
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・対象施設：タスパジャパンミートパーク（玉里運動公園）、小川運動公園、希望ヶ丘公園、

外部グランド（各運動広場，野球場）、小川海洋センター 

学校体育施設（体育館，グランド）は 3月 2日から臨時休館 

 

【生活文化課】 

(1) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う臨時休館 

・4/7 政府の緊急事態宣言発出に伴い、市内の文化施設を 4月 11 日～5月 10 日まで臨時

休館とした。また、5/4 政府の緊急事態宣言延長に伴い、引続き 5月 11 日～5月 31 日

までの期間、臨時休館を延長した。 

・対象施設：小川文化センターアピオス、四季文化館みの～れ 

 

 教 育 委 員 会  

 

【指導室】 

(1) 新型コロナウイルス感染症対策に伴う小中学校の臨時休業 

・感染拡大防止のため、4月 13 日（月）～5月 31 日（日）まで臨時休業とした。 

(2) 学習支援について 

・各学校で学習課題の配付、回収による学習支援を行った。 

・いばらきオンラインスタディ（オンライン学習）を活用した学習支援を行い、通信   

環境のない家庭には、ＤＶＤを作成して配付した。 

(3) 学校再開に向けた取組み 

・学習状況等確認日（分散登校日） 

 5 月 21 日（木）、22 日（金）いずれか 1日に午前中登校を実施した。 

 5 月 25 日（月）～ 29 日（金）週 2～4日の午前中登校を実施した。 

 6 月 1 日（月）～ 5 日（金）週 3～5日の午前中登校を実施。 

 6 月 8 日（月）～ 通常授業、給食開始、部活動開始の予定。 

(4) 臨時休業による授業時数の確保 

・夏季休業を短縮し、3週間とする。 

第 1学期終業式 8 月 7 日（金） 

夏季休業期間  8 月 8 日（土）～23 日（日） 

第 2学期始業式 8 月 24 日（月） 

 

【施設整備課】 

(1) 小中学校規模配置適正化実施計画の進捗状況 

①玉里学園義務教育学校 

・3月に第23回の開校準備委員会を書面により開催し、校歌の制作や通学体制など、各専門

部会からの報告に基づき協議を行った。 

 ・校歌については、新たに制作することとし、専門事業者に依頼した上で本年度の2学期

中に制作することとした。 
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 ・通学体制について、児童の通学は集団で登下校することを基本とし、新しい学校の通学

班及び通学路については、本年度の1学期に検討することとした。 

 ・校舎新築工事については、基礎工事を終え、現在は階層ごとに鉄筋・型枠・コンクリー

ト打設工事を進めている。なお、4月末現在の工事進捗率は計画・実施ともに26.0％。 

②小川北学区義務教育学校 

・2月に第12回の開校準備委員会を開催し、学校名及び各専門部会からの報告に基づき  

協議を行った。 

 ・学校名については、小川北中学校区の地域住民からの募集結果をもとに協議し「小川北

義務教育学校」を選定した。 

 

【子ども課】 

(1) コロナウイルス感染症対策に伴う放課後子どもプラン 

・緊急事態宣言発出に伴い、感染症対策として、放課後子どもプランの規模を縮小して  

開設し、予防対策を行いながらの運営とした。 

・期間：4月13日から6月5日まで 

・対象施設：市内学童プラン10施設 

・期間中の利用者数：約102人/日 

・市HPを活用し、保護者等に現状や対策を周知し情報提供を行った。 

(2) コロナウイルス感染症対策に伴う保育園等の登園自粛 

・緊急事態宣言発出に伴い、市内保育園等に感染症対策として登園の自粛要請をし、家庭

内保育の協力をお願いした。 

・期間：4月20日から5月19日まで 

・対象施設：市内保育園8施設、認定子ども園5施設 

・市HPを活用し、保護者等に現状や対策を周知し情報提供を行った。 

 

【学校給食課】 

(1) コロナウイルス感染症対策に伴う学校給食停止 

・4/7 政府の緊急事態宣言発出および 5/4 政府の緊急事態宣言延長に伴い 4 月 13 日～   

5 月 31 日までの期間、市内公立学校の臨時休業に伴い学校給食を停止した。 

・5月分の給食費については、6月分以降の給食費に充当することとした。 

・市内公立学校の通常授業の再開に伴い、6月 8日より学校給食の再開を予定している。 

 

 水 道 局  

【水道課】 

(1) その他の水道事業等（単独事業） 

 ①委託 

・公共工事における配水管布設工事実施設計業務委託3件を発注した。 

（中延・川戸・柴高・西郷地・竹原中郷・竹原下郷地内） 


